








目的・対象・方法 

 第 1 回,第 2 回の報告書においてすでに述べた如く，妊娠の確定した女性が,母親行動を

獲得していく過程とそれに影響する諸要因を知り,また,新しい事体への適応困難者を早期

にみつけ,保健相談に応じることを目的として東大分院を訪れた 140 名の妊婦(初産 68 名,

経産 72 名)を対象として追跡調査を開始した。子どもの出生後は生後 1ヵ月時に母親に直

接して,「子どもに対する母親の知覚」－Neonatal Perception Inventory通称 NPI-を実施

し,生後の 7～8ヵ月時に「育てやすい子どもであるかどうか」を知るために庄司らの翻訳

した気質質問紙第 1回を実施した。生後の 12～18 ヵ月時には発達スクリーニング検査を実

施したが,20～27ヵ月時には小児の気質質問紙第2回を実施し,第1回目との一致率を検討

した。さらに,2歳の前期と後期には二度にわたりHome Screening Questionnaire-通称HSQ-

を実施し今日に至っている(表 1参照)。 


